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お守りいただく表示の説明

この表示は、してはいけない
｢禁止」内容を示しています。

この表示は、必ずしていただく
｢強制」内容を示しています。

警告
■故障、異常のあるときは、使用しないでください。
　事故、転倒などによるケガの原因となります。
■改造しないでください。
　改造によって車いすの部品の破損、脱落などで安全性が低下して事故、転倒の原因となります。
■タイヤの空気圧が少ない状態で、使用しないでください。
　ブレーキのロックが出来なくなり、車いすが動いたりして、事故の原因となります。
■フットサポートの上に乗って、乗り込んだり、立ち上がらないでください。
　車いすがバランスを崩し、転倒事故の原因となります。また、車いすが破損する恐れがあります。
■車いすのシートの上で立ち上がらないでください。
■アームサポートを持って、車いすを持ち上げないでください。
　転倒・転落事故や車いすの破損につながり大変危険です。
■P4の使用者最大体重を守ってご使用ください。
■階段、エスカレーター、段差のあるところ、砂場、砂浜、河原、ぬかるみなどの悪路では使用しないでください。
　転倒・転落事故の原因となり大変危険です。
■MRI室で使用しないでください。
　非磁性ではありません。磁気に反応し、大変危険です。

（禁止）

（強制）

■道路の通行は、必ず右側を通行してください。(歩道がある場合は歩道を通行してください。）
　道路交通法規を守らないと、交通事故の原因となります。（車いすは道交法上、歩行者と定められています。）
■坂道の登り下りの時は、介助者の方が支えて行ってください。
　スピードが出たり、バランスが不安定になり、転倒・転落事故の原因となります。
■バックサポートがロックピンによって、完全にロックされていることを確認してください。
　急にバックサポートが倒れ、転倒・転落事故の原因となります。
■車いすへの乗降時及び、ベッドへの移乗時などは、駐車用ブレーキをロックしてください。
　車いすが動き、転倒事故の原因となります。
■側溝の格子蓋や踏切などでご使用される場合は、必ず介助者の方に支えていただいて行ってください。
　車輪が溝にはまって転倒事故の原因となります。
■フットサポートが固定されているか、確認してから使用してください。
　フットサポートが脱落し事故の原因になります。
■フットサポートの高さは地面より5ｃｍ以上でご使用ください。（屋外での使用の際）
　路面の凹凸や障害物にフットサポートが引っ掛かり急に車いすが止まり、転倒事故の原因になります。
■アームサポートを取り付けたときは、完全にロックしている事を確認してください。
　転落事故の原因となります。

■バックサポート及びバックサポートパイプに重いものを引っ掛けないでください。
　車いすが不安定になり、転倒事故の原因となります。
■車いすを拡げる時に、座パイプの横や下に、手や指を入れないでください。
　パイプに手や指を挟んでケガをします。
■介助者の方は、制動用ブレーキで急ブレーキをかけないでください。
　車いすに乗っている方が前方へ転倒する恐れがあります。
■タイヤを持って車いすを操作しないでください。
　ブレーキに手があたり、ケガをする原因となります。
■スピードが出ている状態で、素手でハンドリムを持って減速しないでください。
　摩擦で、手にケガをする恐れがあります。
■走行中、身体を乗り出さないでください。
　バランスが不安定になり、転倒・転落事故の原因となります。
■車輪に、体の一部や物を差し込まないでください。
　手や指を挟んで、ケガをする原因となります。
■スピードをつけて、段差を乗りこえようとしないでください。
　使用者が車いすから転落して、事故の原因となります。
■使用者が車いすに乗っている状態でグリップを持って持ち上げないでください。
　パイプが外れたりして、転倒・転落事故の原因となります。
■車いすを横向きに倒して、上に物を置かないでください。
　重みで車輪フレームが曲がったりして、故障の原因になります。
■バックしながら、急停止しないでください。転倒事故の原因となります。
■凹凸のある路面では、前かがみ姿勢で使用しないでください。
　バランスを崩し、前に転倒して事故の原因となります。
■火気の近くに置かないでください。
　タイヤがパンクしたり、シートが燃え火災の原因となります。
■使用者の移動目的以外では、使用しないでください。（台車の代わりに使用しないでください）
■ヒトを乗せた状態で車への搭載はしないでください。
　車載を前提として設計をしておりません。使用者が怪我をされる可能性があります。

（禁止）

（強制）

■車いすを拡げた時、座パイプが受けに収まっているか、確認して座ってください。
　パイプが曲がったりして、転落事故及び故障の原因になります。
■車いすを折りたたむ際には、背シート・ポケットの中に物が入っていないことを確認してください。
　ポケットの中の物を破損したり、車いすの故障の原因となります。
■介助者の方は、制動用ブレーキレバーを両側同時にかけてください。
　バランスを崩し、転倒事故の原因となります。
■乗り降り、駐車は平坦な場所で行ってください。
　車いすが動いたりして、バランスを崩し、転倒・転落事故の原因となります。
■坂道を下るとき介助者の方は、車いすを後ろ向きでゆっくり確認しながら走行してください。
　前向きで下ると、乗っている人がずり落ちたり、前のめりとなり、転倒事故の原因となります。
■側溝の格子蓋、踏切のレール溝にキャスタが落ち込まないように注意してください。
　車いすが急に止まり使用者の体が前方に傾き、転落・転倒事故の原因となります。
■介助者の方は、移動中に使用者のつま先が障害物に当たらないように、確認して走行してください。
■介助者の方は、フットサポートに使用者の足が乗っているか確認して走行してください。
■マジックベルト装着機種は、ベルトを締めてください。
　転落し事故の原因となります。
■マジックテープに付いた糸くずや汚れを取り除いてください。
　接着力が弱くなり製品機能を損なう恐れがあります。
■車いすを自動車に載せる（降ろす）際は、車いすに大きな衝撃を与えないよう、ゆっくりと降ろしてください。
　車いすの破損や故障の原因となります。

安全にお使いいただくために（必ずお守りください）

警告 この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること
および物的損害の発生する可能性が想定されることを示しています。注意

注意
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M6×10ボルト（3本）

M6×10ボルト（3本）

フットサポートベース

フットサポートプレート

※適正トルク　M6×10…5.0Nm

16 17

アジャスタブルフットサポート（前後調整）

M6×10ボルト(3本)を緩めます。
※取り外さないでください。

前後に調整してください（無段階）。

M6×10ボルト（3本）を締めてください。

各部名称

前後調整方法

フットサポートの操作方法
●フットサポートは２段階に収納できます。ご使用状況に合わせて、使い分けることができます。

●グリップは２段階に角度を調整できます。ご使用状況に合わせて、使い分けることができます。

注意 ●フットサポート収納時は、ゆっくりと操作してください。
　（車いすフレームと接触し、破損の可能性があります。）

注意 ●操作の順番を必ず守ってください。
　（手順を逆にしますと、フットサポートが車いすフレームと接触し、破損の可能性があります。）

注意 ●グリップが固定されているか、確認してから使用してください。
　（グリップが脱落し事故の原因になります。）

●ボルトは必ず締めてください。
　（フットサポートが外れ、ケガをする恐れがあります。）警告

フットサポートを車いす後方へ持ち上げます。
フットサポートを前側へ調整している場合、
完全に折りたたまらない場合があります。 フットサポートを外側に回転させます。

回転レバーを回転させ、安全ロックを解除します。

プッシュレバーを押しながら角度を調整します。
角度を調整し、プッシュレバーが戻っていることを
確認して、回転レバーを元の位置に戻してロックする。

グリップの角度調整

●足こぎで操作される場合、フットサポートに足をぶつけ
　ないでください。（ケガをする恐れがあります。）注意
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注意 ●角度の調整はご利用者様の状態、介助者の有無により適切に設定してください。
　（走行時に予期せずキャスタが持ち上がり、転倒する恐れがあります。）

注意 ●利用者が乗った状態で、下記の操作をしないでください。
　（転倒する恐れがあります。）

警告
●調整後はキャスタアップバーが確実にロック
　されていることを確認してください。
　（ロックが不十分ですと、急に車いすが大きく
　傾き転倒する恐れがあります。）

注意 ●角度大は、介助者が介添えする場合にのみ使用してください。
　（自走中に車いすが大きく後方へ傾き、転倒する恐れがあります。）

注意
●キャスタアップバー調整時には、必ず
 　片側ずつ、両手で操作してください。
　（両側のキャスタアップバーを同時に操作すると、
　急に車いすが大きく傾き、ケガをする恐れがあります）

キャスタ上げ角度の調整

車いす後方左右にある、キャスタアップバーを操作します。
片手でキャスタアップバーを持ちながら、セフティーロックを解除します。
キャスタアップバーを上下に操作し、３段階の位置を調整します。
セフティーロックをロック状態にします。
確実にロックされていることを、キャスタアップバーを上下に動かし、確認します。
反対側のキャスタアップバーも同じ高さに調整します。

４
５
６

キャスタ上げ角度を３段階に調整することができます。
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保管場所
次のようなところでは、保管しないでください。
故障の原因となります。
 ●雨に濡れるところ　●直射日光が当たるところ　●湿気の多いところ　●高温になるところ（45度以上）　●炎天下

洗浄後のお願い
水の抜き方
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安全にご使用していただくために、ご自身・お買い求めの販売店（有料）で定期的に点検をして
いただくようにお願いします。
（長期間ご使用にならなかった場合は、ご使用前に点検をしてください）
点検の結果、異常があった場合はご使用にならず、調整・部品交換をしてからご使用ください。

キャスタ（前輪）

キャスタフォーク

駆動輪・主輪

本体・
クロスフレーム

駐車用ブレーキ
制動用ブレーキ
バックサポート

（背もたれ）・シート
フットサポート

アームサポート

その他

亀裂・キズの有無
キャスタの摩耗
スムーズな回転
損傷の有無
スムーズな旋回
タイヤの空気圧
タイヤの摩耗
スムーズな回転
ホイールのキズの有無
スポークの緩み（自走のみ）
各部キズの有無
ボルト・ナットの緩み
スムーズな折りたたみ
ブレーキの効き
ブレーキの効き
シートの破れ・損傷
シート固定ネジの緩み
プレートの破損
固定ボルトの緩み
パッドの破損

点 検 項 目

年 月 日
点 検 者

25

車いす点検シート

＜ガススプリングのご使用方法について＞
ガススプリングを使用した車椅子を正しく、安全にご使用していただくために、下記をよくお読みください。

■ご使用上の注意

高圧ガスが封入されています

●分離したり火に入れないでください
●廃却のときは、チューブの下部に穴をあけ、ガスを抜いてください
●このとき、オイルや切粉が飛散しますので、保護メガネを着用ください

ドリル DRILL

■飛行機等への搭載

ガススプリングを使用した車椅子は、飛行機等に搭乗される際に「非該当証明書」の提出を求められる
場合があります。非該当証明書が必要な場合には、（株）松永製作所までお問い合わせください。

（株）松永製作所（代表）
　TEL：0584-35-1180　（平日 08：30 ～ 17：30）
　https://www.matsunaga-w.co.jp/
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車いす KK-T77シリーズ
取扱説明書

7F11769600A1

保証書付

まえがき
このたびは、車いすKK-T77シリーズ（以下、車いす）をお買い上げいただき、まことにありが
とうございました。
この「取扱説明書」には、車いすを安全にお使いいただくための注意事項と使用方法など
を記載しています。
●車いすをお使いになる前に、必ずこの「取扱説明書」をよくお読みいただき、正しく安
全な取扱方法を理解してください。

●この「取扱説明書」はお読みになった後も、いつでも見られる場所に保管してください。（バ
ックサポート後のポケットに入れておいてください）

●お買い上げの製品は、改良などにより、この「取扱説明書」の内容と一部異なる場合が
あります。
●動作範囲・寸法・角度・質量などの数値の記載がある場合、その数値には多少の誤差が含
まれます。特別なものを除き、この「取扱説明書」では表示を見やすくするため、約・およそ
といった言葉を省略しております。

●ご不明な点がありましたら、お買い上げの販売店または直接パラマウントベッドまでお
問い合せください。

製造元：株式会社松永製作所
販売元：
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